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した中国人は 735.6 万人（その内 60.59 万人は北海道に来た）に達し，2016 年に中国を訪



















今年はまた，中国が改革開放政策を実施 40 周年の年でもある。過去 40 年，中国の発展
が遂げた著しい成果は中国自身のみならず，世界にも大きな影響をもたらした。中国はこ
れからも改革開放政策を堅持し，質の高い発展の実現を推し進めていき，対外開放をより
高いレベルに引き上げていく。これにより，中日両国の協力に大きなチャンスが生まれ，
我々は日本が中国の更なる改革開放に参加し，協力ウィンウィンの新しい詩篇を共に綴る
ことを歓迎している。激しく変化している世界情勢に直面している中日両国は，共に努力
して両国関係を遠くまで発展することを推し進めるべきである。
（1）政治的相互信頼を増やすこと。中日双方は正しい相互認識と戦略位置づけを強固さ
せ，「中日両国はパートナーであり，互いに脅威にはならない」との共通認識をより確実
に実際の行動で表すべきである。両国は中日間四つの政治文書より確立された各原則に基
づき，「歴史を鑑とし，未来に向かう」との精神を貫き，矛盾をコントロールし，両国関
係を安定且つ健康的に発展させるためにより良い環境を創るべきである。
（2）実務的な協力連携をしっかり推進すること。両国は互いに優位性を発揮し，協力の
潜在力を一層掘り出し，イノベーション連携を深化させ，第三国市場を共に開拓し，協力
連携のレベルアップを推し進めるべきである。中国は日本が「一帯一路」の建設に参加し，
中日互恵協力をより広い舞台に導くことを歓迎している。
（3）民間交流を深化させること。中日両国は文化，教育，スポーツ，地方などの分野で
の交流を幅広く展開させ，国民の友好を中日関係発展の社会的基盤に転換させるべきであ
る。両国民特に青少年の往来を推し進め，両国友好の民間基礎を固めるべきである。
（一）アジアひいては世界の発展に手を携えて貢献すること。アジア大国と世界主要な
経済体である中日両国は，地域の平和を共に維持し，地域の発展と繁栄を共に促進すべき
である。両国は多数国間主義と自由貿易を維持し，アジアひいては世界発展の安定軸・成
長点・動力源になるべきである。
中国は日本と共に平和・友好・協力の趣旨を貫き，前人の事業を受け継ぎ，将来の発展
に道を開き，中日関係の明るい未来を切り開こう願っている。
中日平和友好条約締結４０周年記念講演
33
最後になりますが，今回の講演を通じて，在席の学生の皆さんは中国により関心を持ち，
中日友好関係により自信を持って，中日両国の世世代代の友好のために，努力しようと希
望している。ありがとうございました。
